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機能の概要
説明: 外部システムとの入庫に基づく請求処理および返品受領書の統合

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Buying

SAP Ariba Buying and Invoicing
この機能は、該当ソリューションを使用しているす
べてのお客様に対して自動的にオンになっており、
すぐに使用できます。

前提条件:

• SAP ERP に対して、ERP と SAP Ariba ソリューションの統合用に SAP 

Ariba Cloud Integration Gateway が設定されている必要があります。

• この機能は、お客様のサイトに対して有効化が必要な入庫に基づく請求
書検証機能の機能強化です。管理者は、[入庫に基づく請求書検証を有
効化する] (Application.Procure.EnableGRBasedInvoice) パラメータを
有効化する必要があります。

• 既存のお客様の場合、[統合管理] グループのメンバは、データ定義変更
を確認して承認する必要があります。

制限事項:

• この機能のリリース前にエクスポートまたはインポートされた受領書に対
しては、この機能はサポートされません。

• この機能は、ファイル形式の受領書のインポートに対してサポートされて
いません。

現在、特定のインポートおよびエクスポートジョ
ブは、入庫に基づく請求処理および返品受領書
機能を十分に活用するのに必要なフィールドの
種類をすべてサポートしているわけではありま
せん。

バイヤー企業は、この機能を使用して、外部シス
テムとの入庫に基づく請求処理および返品受領
書の統合を有効にすることができます。

注文書および受領書に関連するデータインポート/

エクスポートイベントが機能強化され、この統合が
サポートされました。

注文書および受領書に対する統合イベントの形式が更新されました。

エクスポート形式のフラグを使用して、入庫に基づく請求処理が有効な注
文書と受領書を特定します。 これにより、SAP Ariba サイトからの受領書
の統合後、ERP プロセスがスムーズに続行されます。

ERP 受領書番号と出荷通知 ID の追加情報により、SAP Ariba と ERP 

の受領書統合の追加情報を含む返品受領書がサポートされます。



3PUBLIC© 2021 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
説明: 外部システムとの入庫に基づく請求処理および返品受領書の統合

受領書インポート/エクスポートのス

キーマで、受領書の追加の詳細が表
示されるようになりました。

注文書明細の GRIV フラグが、注文書
インポート/エクスポートのスキーマに含
まれるようになりました。


